
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

H22年度までは、「政策マネジメントシステム＝計画、行政評価、予算
編成、目標管理など」の運用を前提として、「日々の業務としての定着
化」に重きを置いて、H14年度から構築してきた前記各ツールの体系
化や、事務の簡素化を進めてきました。
定着化は着実な成果がありましたが、庁内調整機能の強化という点に
おいては、期待した成果までは得られておらず、仕組みが過渡期に
あると考えています。

事後評価を受け、H24年度は、既存の行政評価や目標管理を前提と
せず、政策マネジメントシステムのあり方を抜本的に見直します。
　（※0円事業で実施します。）
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目　標　値 達　成　値

＜参考＞前期計画の達成状況
施策評価調書の指標のうち、年毎の目標値に対して、「↑目標値以上の成果があった」ものと
「→目標値どおりの成果があった」ものの率を足したもの。
H18年度実績：54.2％（52/96施策）　　H19年度実績：65.6％（63/96施策）
H20年度実績：62.5％（60/96施策）　　H21年度実績：58.3％（56/96施策）

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

特　記　事　項指　標

どのような成果が現れます（現れました）か？

計画、予算等について、新たな仕組みの中で、責任の所在が明確化されること
で、各段階における協議、意思決定が着実に積み上げられるとともに、説明責
任が果たされるという庁内調整機能が向上していきます。

地域経営計画書（後期計画）
（6分野39施策及び行革4施策）の指
標達成率
（H24年度実績）

■事業費（計画） 【単位：千円】 ■事業費（実績） 【単位：円】
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■事業経費
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特　記　事　項
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予算現額

0

当初予算額

計　画　　　　　【千円】

H20年度実績：62.5％（60/96施策）　　H21年度実績：58.3％（56/96施策）

金　額 特　記　事　項細　節

（H24年度実績）
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